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はじめに

本稿では、長万部町で新聞「長万部民報」を刊行して
いた小倉範三郎氏のご遺族、小倉博子氏より、2018（平
成30）年12月18日付で寄贈を受け2019（令和元）年10
月1日付で登録した資料の中から、アイヌ民族関連写真
資料62点を紹介する。

1910～1930年代にかけて、北海道各地に相次いでア
イヌ民族の「伝統文化」を展示する施設が建設された。
その中には旭川市や白老町のように、いくつかの変遷を
経つつ現在まで活動が継続してきている地域がある一方
で、比較的短い期間のうちに活動を終えたとみられる事
例も少なくない。短命に終わった施設はまとまった資料
が少ないこともあって、設置時期や運営へのアイヌ民
族・和人双方の関与の様相などが十分に把握されている
とは言い難く、今もって基礎的な事実の確定が重要な課
題となっている。

こうした問題意識のもと、筆者らは一昨年、1928年
に釧路市春採に建てられた「懐古館」に関連する資料を
紹介した（小川・大坂 2018）。また、小川はかつて、
古原敏弘とともに、1931年に当時の長万部村川向（図
1）に建てられた「エカシケンル」について事実の整理
を試みたことがある（古原・小川 2009）。

今回寄贈された写真資料を旧蔵していた小倉範三郎氏
は、戦前の名取武光氏や鷹部屋福平氏らの著作の中で長
万部のアイヌ民族との仲介者として頻繁にその名が登場
し、「エカシケンル保存会」の幹事として活動していた
ことも知られてきた人物である。資料には、新聞記者で
もあり、様々な資料の収集家でもあった小倉氏の手によ

り、撮影日時や場所、被写体の人名などの詳細な注記が
なされているものが数多く含まれ、細かな年代幅で活動
の推移を伺い知ることが可能であり、「エカシケンル」
に関する従来の知見を大きく補完するものと言える。
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図1　本稿関連地図
（1930年9月陸地測量部発行地形図『長万部』を一部改変）
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表1　資料一覧
収蔵番号 頁 枝番 छผ アルバムキャプション 裏面記載 サイζ 図版番号 උ考

185189

2 写真 昭和十四年ʗ鷹部屋博士ヨリ御寄贈 15�9ᶲ º13�1ᶲ 図15：1 被写体の資料は鷹部屋福平氏が論文掲載を目的に੡作した模型で、現在は北海道博物館収蔵番号27129
3 写真 16�4ᶲ º12�1ᶲ 図15：2 「アイヌ住居の研究」（鷹部屋 1939b）「第3図　長万部エカシケンル小屋組の図　（小倉範三郎氏蔵）」と同一カット
4 写真 ੩内 16�4ᶲ º12�0ᶲ 図16：3
5 写真 日高੩内　平取 16�4ᶲ º12�0ᶲ 図16：2

12 1 写真
花Շの持参するイタルカマスを背負たる図ʗタールと云ふ背負ೄにて頭部のみにて背負ふʗ小ࣇを背負にタールの先きへ
木をԣに݁びʗ頭で受けて背負ふ事を（サパエスケ）ʗ両࿹を下げڳにて受けて背負ふことを（ヌメシケ）ʗニμンʗ両
端を切り

6�8ᶲ º9�8ᶲ 裏面に編集指示あり、記事掲載写真か、ඇ公開

12 2 写真 二μン三文字アキʗ［個人情報削除］ 5�8ᶲ º8�6ᶲ 裏面に編集指示あり、記事掲載写真か、ඇ公開
12 3 写真 ්人の࠲り方（ホムサΦマレ）ʗѫࡰする࢟勢（Ϡイカタヌア）ʗࣼに࠲りย଍の先きをԣへ࿐はすʗ全景ʗ一たんʗᚸ四 9�5ᶲ º7�0ᶲ 裏面に編集指示あり、記事掲載写真か、北海道博物館所蔵のՙೄ、捧酒സが写る、ඇ公開
13 1 写真 昭和十二年五月撮影ʗ［個人情報削除］ 7�5ᶲ º10�2ᶲ ඇ公開
13 2 写真 長万部村川向アイヌ部落ニテʗօط日食ニ祈願スルアイヌ 10�7ᶲ º14�9ᶲ 図9：1
14 写真 10�7ᶲ º14�9ᶲ 図9：2 司馬力彌氏、司馬ハル氏෉࠺

16 絵葉書 北海道帝国大学農学部附属博物館ʗ名取武光ʗۘఄ　小倉範三郎様ʗ昭和十三年六月二日旧五月節۟ʗՏ村ઋ太郎撮影ʗ
参列アイヌ［個人情報削除］ 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図15：4 「噴火湾アイヌの捕鯨」（名取 1940）「第五図」と同一カット、裏面はඇ公開

17 絵葉書 北海道帝国大学農学部附属博物館ʗ名取武光ʗۘఄ　小倉範三郎様 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図15：6 「噴火湾アイヌの捕鯨」（名取 1940）「第八図」と同一カット
18 絵葉書 北海道帝国大学農学部附属博物館ʗ名取武光ʗۘఄ　小倉範三郎様 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図15：5 「噴火湾アイヌの捕鯨」（名取 1940）「第九図」と同一カット
19 写真 昭和十八年戦勝祈願祭ʗरᩪ月八日ʗ前列右ヨリʗߐլಪ三ʗ司馬力໻ʗ［個人情報削除］ʗ小倉ʗ［個人情報削除］ 15�4ᶲ º11�2ᶲ 図13：2 「第二次世界大戦期における『戦勝祈願』のカムイノミをめぐって」（小川 1995：125
に記載の行事、裏面はඇ公開
22 1 写真 10�9ᶲ º8�3ᶲ 図12：6 八雲町、長万部町の住民が写る
22 2 写真 11�1ᶲ º7�8ᶲ 図12：1
23 1 写真 9�8cmº6�8ᶲ 図7：3 エカシケンルᶙ期ϱ
23 2 写真 13�6ᶲ º9�4ᶲ 図3：3 絵葉書（図17：2）ٴび1931年8月30日付報知新聞北海道樺太版8面掲載写真と同一カット
24 写真 15�3º10�5ᶲ ඇ公開
25 1 写真 7�4ᶲ º10�8ᶲ 図12：7 「八雲町高ڮ」のԡҹ
25 2 写真 8�5ᶲ º13�3ᶲ 図7：4
26 写真 昭和十一年十月廿九日ʗ小ౡ教三氏撮影 14�8ᶲ º10�8ᶲ 図7：2
27 写真 15�2ᶲ º10�8ᶲ 図4：4
28 1 写真 昭和十一年十月二十九日ʗ小ౡ教三氏撮影 10�2ᶲ º14�8ᶲ 図9：3 司馬ハル氏
28 2 写真 昭和十一年十月廿九日撮影 10�0ᶲ º14�6ᶲ 図9：4 司馬ハル氏
29 写真 14�7ᶲ º10�3ᶲ 図12：3 絵葉書『アイヌ風俗熊送り実況絵葉書　八枚組』其三～七（図18・19）と一連のカット
30 写真 15�3ᶲ º11�4ᶲ 図12：2 絵葉書『アイヌ風俗熊送り実況絵葉書　八枚組』其三～七（図18・19）と一連のカット
31 写真 15�6ᶲ º11�2ᶲ 図12：4 絵葉書『アイヌ風俗熊送り実況絵葉書　八枚組』其五（図19：1）と同一カット
37 1 写真 15�3cmº11�2ᶲ ø8üø8Ā-úと同一カット

37 2 絵葉書 アイヌ古代の家エカシケンルの全景（エカシケンルとはアイヌ語で祖先の尊き家と云ふ義） 14�1ᶲ º9�0ᶲ 図3：1 1931年8月30日付報知新聞北海道樺太版8面、ٴび絵葉書『アイヌ古代風俗エカシケンル（祖先の尊き家）絵葉書五枚組』の一枚（図17：2）、
ø8üøĀ0-ø-2と同一カット

185190

1 2 絵葉書 The AinuT
aborigineT of Hokkaido� 13�8ᶲ º8�7ᶲ 図3：2 1931年8月30日付報知新聞北海道樺太版8面、ٴび絵葉書『アイヌ古代風俗エカシケンル（祖先の尊き家）絵葉書五枚組』の一枚（図17：2）、
ø8üø8Ā-ú7-2と同一カット

3 1 写真 昭和十年九月四日ʗࠤ上長官上京్次 14�7ᶲ º11�0cm 図10：1 上৴一、司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在、北海道博物館収蔵番号124648ࠤ
3 2 写真 上長官ୀ道記念ࠤ 昭和十一年四月廿八日ʗ前長官ࠤ上৴一氏ʗୀ道の్次長万部駅 14�7ᶲ º10�0cm 図10：2 上৴一、司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在、北海道博物館収蔵番号124648ࠤ
4 1 写真 長万部にて　昭和十五年八月三日写ʗ長万部小倉氏୐前にてʗ小倉範三郎と山根ಙ太郎 7�9ᶲ º11�6ᶲ 図8：3 考古学者の山根氏ண用の衣服は現在、北海道博物館収蔵番号124648、଍元の行ثは同124638

8 2 写真
ヘレンケラーٴʗトムιン女࢙ʗ昭和十二年六月廿ニ日北海道長万部ʗ駅ホームにて撮影ʗアイヌ［個人情報削除］
八十三࠽を触感をʗ以てトムιン女࢙よりઆ明を聞ʗき感知し居れりʗ［個人情報削除］アイヌ名は（イペツ）ʗ（イペ）
は۬ふ（ツ）はԆびる҃はʗ成長の意ʗࠨ端は案内者野坂保三氏෉࠺ʗ小倉範三郎アイヌを紹介し且つʗઆ明撮影せしむ
ʗアイヌのףり居るは儀式用で（サパウンペ）ʗண物は（チカルカルペ）҃は（チカルカルアミツプ）

14�7ᶲ º10�8ᶲ 図11：4 1937年6月25日付函館タイムス2面「ヘレンケラー女࢙アイヌと交׻　長万部ᱚ頭の感ܹ」ٴび同日付函館新聞8面「ケラー女࢙アイヌと会見」
掲載写真と同一カット、武田೭三郎の名刺が挟まる、裏面個人情報削除

9 2 写真 田中ݕ事長西村ݕ事正 昭和九年十月廿一日ʗ田中ݕ事長　西村ݕ事正　中野八雲署長 15�3ᶲ º10�0ᶲ 図4：2 1934年10月27日付函館毎日新聞夕刊4面「ݕ事長一行アイヌ部落視察」掲載写真、ø8üøĀ0-ùý-1と同一カット
11 1 写真 ಙ川ިऋ 昭和六年八月三日エカシケンル観覧ʗಙ川義親ިऋ 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図8：1
11 2 写真 古市男ऋ 昭和九年八月廿一日ʗ古市男ऋ 13�4ᶲ º8�5ᶲ 図4：1
19 1 写真 ኍ田૯理大ਉ 昭和十一年十月七日ʗኍ田૯理大ਉ 14�3ᶲ º9�9ᶲ 図11：1
19 2 写真 ை内຿大ਉ 昭和十一年九月二十三日長万部駅ホームʗ内຿大ਉைܙ太郎ֳ下ʗ外内຿省高官連其他 14�9ᶲ º10�2ᶲ 図10：3 司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在は長万部町教育委員会所蔵
21 1 写真 林司๏大ਉ 昭和十一年十月十日ʗ林司๏大ਉ 10�1ᶲ º6�8ᶲ 図11：3

21 2 写真 内཮軍大ਉࣉ 向かって右よりʗ［個人情報削除］八十二࠽ʗ司馬力໻五十七࠽ʗ཮軍大ਉʗ小倉範三郎六十八࠽ʗ［個人情報削除］
六十二࠽ʗ昭和十一年十月九日ʗࣉ内཮軍大ਉ 14�2ᶲ º10�2ᶲ 図11：2 司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在、北海道博物館収蔵番号124648、裏面は一部ඇ公開としてトリミングした画像のみ掲載

23 1 写真 小川商޻大ਉ 昭和十一年十月一日長万部駅前ʗ商޻大ਉ小川ڷ太郎ֳ下 15�2ᶲ º11�2ᶲ 図10：4 司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在は長万部町教育委員会所蔵
25 1 写真 昭和二十年一月十日 14�6cmº11�0ᶲ 図15：3 「日本民俗学北海道地方大会会場　三֊三ʓ五号」の؃൘、小倉とともにՏ野広道、更科ݯ蔵らが写る
26 1 写真 昭和九年十月廿一日ʗ田中ݕ事長　西村ݕ事正　中野八雲署長 15�5ᶲ º10�8ᶲ 図4：3 函館毎日新聞1934年10月27日夕刊4面「ݕ事長一行アイヌ部落視察」掲載写真、ø8üøĀ0-Ā-2と同一カット
29 1 写真 小樽旅行団 昭和十年十月十二日ʗ小樽旅行団 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図5：1
29 2 写真 ༨市観光団 昭和十年十月十三日ʗ༨市旅行団 14�7ᶲ º11�0ᶲ 図5：2
30 1 写真 15�1ᶲ º10�8ᶲ 図4：5
31 2 写真 ༤ʗ昭和十一年十月　九月二十四日撮影޾存ʗ小倉範三郎様ʗ日՚੡༉　川村ܙ 14�6cmº11�0ᶲ 図7：1 裏面記載は撮影日のみ筆੻が異なり、小倉氏による加筆と見られる
33 1 写真 5�6ᶲ º8�8ᶲ 図6：2 エカシケンル復元倉前で撮影、小倉範三郎氏他1名、úú-ùと同一人物が写ることから、1936年8月25日撮影か
33 2 写真 昭和十一年八月二十五日ʗ伊藤ར޹氏自写 5�7ᶲ º8�3ᶲ 図6：1 司馬力彌氏、小倉範三郎氏他1名
33 3 写真 8�1ᶲ º5�7ᶲ 図3：4 úú-ûと同一人物が写ることから、1932年7月13日撮影か

33 4 写真 古լ伊勢艦長 昭和七年七月十三日ʗ古լ็一中将ʗ伊勢艦長一行ʗ山本同機関長ʗࠤ藤同運用長ʗ金剛艦主計町齋藤Ӂ༤ʗ伊勢෭□๒
長加藤氏 8�1ᶲ º5�8ᶲ 図3：5 1932年7月15日付八雲新報3面「海軍将校来村」に関連

33 5 写真 8�6ᶲ º5�6ᶲ 図6：3 エカシケンル復元住居前で撮影、小倉範三郎氏他1名、úú-ùと同一人物が写ることから、1936年8月25日撮影か

185193

9 1 写真 昭和十一年六月十三日ʗ来村ノ新村長ʗ田中作平氏ハ௚チニʗ村社൧生神社ニ参ഈスʗ神官の右が田中 10�3ᶲ º7�3ᶲ 図14：1 司馬力彌氏他
14 1 写真 向かってࠨよりʗ［個人情報削除］ʗ昭和八年二月廿四日撮影 14�7ᶲ º10�5ᶲ 図16：4 後列ࠨ端小倉範三郎氏、裏面はඇ公開
14 2 写真 15�2ᶲ º9�7ᶲ 図12：5 複数人のண衣に「八雲町༡ָ部川ڕࡪ൭৩組合」の文字が見えることから八雲町༡ָ部で撮影されたものか。後列中央付近に小倉範三郎氏
16 1 写真 アンドルー・エン・ωルιンʗμϒルϢー・ピー・ϒラドリー 10�5ᶲ º7�4ᶲ 図8：2 エカシケンル（Ⅰ期ϱ）の復元住居前で撮影、
27 1 写真 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図14：2 司馬力彌氏他、「長万部小学校六十周年記念ॕլ会役員ʗ昭和十三年天長節撮影」の写植
48 1 写真 昭和十七年九月五日撮影ʗ旭ڮ౉リ初メ式ʗ長サ五十六間ʗՍڮ担当ԡ見豊蔵ʗ޻費金三千円 14�3ᶲ º10�1ᶲ 図13：1 司馬力彌氏、司馬ハル氏෉࠺他
67 1 写真 昭和十四年ʗ長万部৿林๷火組合無事ނ紀念 14�5ᶲ º10�2ᶲ 図14：3 司馬力彌氏他、裏面に編集指示あり、記事掲載写真か

185196 写真 更ニ賜 小倉範三郎܅ʗఄ ୩平助܅ʗ大正三年十一月白Ҫ๕ஜʗ室འࢧ庁長఼ʗ明ੴ土人組合長୐ʗ訪問紀念 22�2ᶲ º17�0ᶲ 図16：1 Ѿ田町のリーμー明ੴ和歌助ఛ୐内部、室内の装飾などに関して「アイヌ屋根の研究と其構造原基體に就て」（鷹部屋 1939a：161）に記載あり、
計ଌ値は台ࢴ含む
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表1　資料一覧
収蔵番号 頁 枝番 छผ アルバムキャプション 裏面記載 サイζ 図版番号 උ考

185189

2 写真 昭和十四年ʗ鷹部屋博士ヨリ御寄贈 15�9ᶲ º13�1ᶲ 図15：1 被写体の資料は鷹部屋福平氏が論文掲載を目的に੡作した模型で、現在は北海道博物館収蔵番号27129
3 写真 16�4ᶲ º12�1ᶲ 図15：2 「アイヌ住居の研究」（鷹部屋 1939b）「第3図　長万部エカシケンル小屋組の図　（小倉範三郎氏蔵）」と同一カット
4 写真 ੩内 16�4ᶲ º12�0ᶲ 図16：3
5 写真 日高੩内　平取 16�4ᶲ º12�0ᶲ 図16：2

12 1 写真
花Շの持参するイタルカマスを背負たる図ʗタールと云ふ背負ೄにて頭部のみにて背負ふʗ小ࣇを背負にタールの先きへ
木をԣに݁びʗ頭で受けて背負ふ事を（サパエスケ）ʗ両࿹を下げڳにて受けて背負ふことを（ヌメシケ）ʗニμンʗ両
端を切り

6�8ᶲ º9�8ᶲ 裏面に編集指示あり、記事掲載写真か、ඇ公開

12 2 写真 二μン三文字アキʗ［個人情報削除］ 5�8ᶲ º8�6ᶲ 裏面に編集指示あり、記事掲載写真か、ඇ公開
12 3 写真 ්人の࠲り方（ホムサΦマレ）ʗѫࡰする࢟勢（Ϡイカタヌア）ʗࣼに࠲りย଍の先きをԣへ࿐はすʗ全景ʗ一たんʗᚸ四 9�5ᶲ º7�0ᶲ 裏面に編集指示あり、記事掲載写真か、北海道博物館所蔵のՙೄ、捧酒സが写る、ඇ公開
13 1 写真 昭和十二年五月撮影ʗ［個人情報削除］ 7�5ᶲ º10�2ᶲ ඇ公開
13 2 写真 長万部村川向アイヌ部落ニテʗօط日食ニ祈願スルアイヌ 10�7ᶲ º14�9ᶲ 図9：1
14 写真 10�7ᶲ º14�9ᶲ 図9：2 司馬力彌氏、司馬ハル氏෉࠺

16 絵葉書 北海道帝国大学農学部附属博物館ʗ名取武光ʗۘఄ　小倉範三郎様ʗ昭和十三年六月二日旧五月節۟ʗՏ村ઋ太郎撮影ʗ
参列アイヌ［個人情報削除］ 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図15：4 「噴火湾アイヌの捕鯨」（名取 1940）「第五図」と同一カット、裏面はඇ公開

17 絵葉書 北海道帝国大学農学部附属博物館ʗ名取武光ʗۘఄ　小倉範三郎様 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図15：6 「噴火湾アイヌの捕鯨」（名取 1940）「第八図」と同一カット
18 絵葉書 北海道帝国大学農学部附属博物館ʗ名取武光ʗۘఄ　小倉範三郎様 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図15：5 「噴火湾アイヌの捕鯨」（名取 1940）「第九図」と同一カット
19 写真 昭和十八年戦勝祈願祭ʗरᩪ月八日ʗ前列右ヨリʗߐլಪ三ʗ司馬力໻ʗ［個人情報削除］ʗ小倉ʗ［個人情報削除］ 15�4ᶲ º11�2ᶲ 図13：2 「第二次世界大戦期における『戦勝祈願』のカムイノミをめぐって」（小川 1995：125
に記載の行事、裏面はඇ公開
22 1 写真 10�9ᶲ º8�3ᶲ 図12：6 八雲町、長万部町の住民が写る
22 2 写真 11�1ᶲ º7�8ᶲ 図12：1
23 1 写真 9�8cmº6�8ᶲ 図7：3 エカシケンルᶙ期ϱ
23 2 写真 13�6ᶲ º9�4ᶲ 図3：3 絵葉書（図17：2）ٴび1931年8月30日付報知新聞北海道樺太版8面掲載写真と同一カット
24 写真 15�3º10�5ᶲ ඇ公開
25 1 写真 7�4ᶲ º10�8ᶲ 図12：7 「八雲町高ڮ」のԡҹ
25 2 写真 8�5ᶲ º13�3ᶲ 図7：4
26 写真 昭和十一年十月廿九日ʗ小ౡ教三氏撮影 14�8ᶲ º10�8ᶲ 図7：2
27 写真 15�2ᶲ º10�8ᶲ 図4：4
28 1 写真 昭和十一年十月二十九日ʗ小ౡ教三氏撮影 10�2ᶲ º14�8ᶲ 図9：3 司馬ハル氏
28 2 写真 昭和十一年十月廿九日撮影 10�0ᶲ º14�6ᶲ 図9：4 司馬ハル氏
29 写真 14�7ᶲ º10�3ᶲ 図12：3 絵葉書『アイヌ風俗熊送り実況絵葉書　八枚組』其三～七（図18・19）と一連のカット
30 写真 15�3ᶲ º11�4ᶲ 図12：2 絵葉書『アイヌ風俗熊送り実況絵葉書　八枚組』其三～七（図18・19）と一連のカット
31 写真 15�6ᶲ º11�2ᶲ 図12：4 絵葉書『アイヌ風俗熊送り実況絵葉書　八枚組』其五（図19：1）と同一カット
37 1 写真 15�3cmº11�2ᶲ ø8üø8Ā-úと同一カット

37 2 絵葉書 アイヌ古代の家エカシケンルの全景（エカシケンルとはアイヌ語で祖先の尊き家と云ふ義） 14�1ᶲ º9�0ᶲ 図3：1 1931年8月30日付報知新聞北海道樺太版8面、ٴび絵葉書『アイヌ古代風俗エカシケンル（祖先の尊き家）絵葉書五枚組』の一枚（図17：2）、
ø8üøĀ0-ø-2と同一カット
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1 2 絵葉書 The AinuT
aborigineT of Hokkaido� 13�8ᶲ º8�7ᶲ 図3：2 1931年8月30日付報知新聞北海道樺太版8面、ٴび絵葉書『アイヌ古代風俗エカシケンル（祖先の尊き家）絵葉書五枚組』の一枚（図17：2）、
ø8üø8Ā-ú7-2と同一カット

3 1 写真 昭和十年九月四日ʗࠤ上長官上京్次 14�7ᶲ º11�0cm 図10：1 上৴一、司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在、北海道博物館収蔵番号124648ࠤ
3 2 写真 上長官ୀ道記念ࠤ 昭和十一年四月廿八日ʗ前長官ࠤ上৴一氏ʗୀ道の్次長万部駅 14�7ᶲ º10�0cm 図10：2 上৴一、司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在、北海道博物館収蔵番号124648ࠤ
4 1 写真 長万部にて　昭和十五年八月三日写ʗ長万部小倉氏୐前にてʗ小倉範三郎と山根ಙ太郎 7�9ᶲ º11�6ᶲ 図8：3 考古学者の山根氏ண用の衣服は現在、北海道博物館収蔵番号124648、଍元の行ثは同124638

8 2 写真
ヘレンケラーٴʗトムιン女࢙ʗ昭和十二年六月廿ニ日北海道長万部ʗ駅ホームにて撮影ʗアイヌ［個人情報削除］
八十三࠽を触感をʗ以てトムιン女࢙よりઆ明を聞ʗき感知し居れりʗ［個人情報削除］アイヌ名は（イペツ）ʗ（イペ）
は۬ふ（ツ）はԆびる҃はʗ成長の意ʗࠨ端は案内者野坂保三氏෉࠺ʗ小倉範三郎アイヌを紹介し且つʗઆ明撮影せしむ
ʗアイヌのףり居るは儀式用で（サパウンペ）ʗண物は（チカルカルペ）҃は（チカルカルアミツプ）

14�7ᶲ º10�8ᶲ 図11：4 1937年6月25日付函館タイムス2面「ヘレンケラー女࢙アイヌと交׻　長万部ᱚ頭の感ܹ」ٴび同日付函館新聞8面「ケラー女࢙アイヌと会見」
掲載写真と同一カット、武田೭三郎の名刺が挟まる、裏面個人情報削除

9 2 写真 田中ݕ事長西村ݕ事正 昭和九年十月廿一日ʗ田中ݕ事長　西村ݕ事正　中野八雲署長 15�3ᶲ º10�0ᶲ 図4：2 1934年10月27日付函館毎日新聞夕刊4面「ݕ事長一行アイヌ部落視察」掲載写真、ø8üøĀ0-ùý-1と同一カット
11 1 写真 ಙ川ިऋ 昭和六年八月三日エカシケンル観覧ʗಙ川義親ިऋ 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図8：1
11 2 写真 古市男ऋ 昭和九年八月廿一日ʗ古市男ऋ 13�4ᶲ º8�5ᶲ 図4：1
19 1 写真 ኍ田૯理大ਉ 昭和十一年十月七日ʗኍ田૯理大ਉ 14�3ᶲ º9�9ᶲ 図11：1
19 2 写真 ை内຿大ਉ 昭和十一年九月二十三日長万部駅ホームʗ内຿大ਉைܙ太郎ֳ下ʗ外内຿省高官連其他 14�9ᶲ º10�2ᶲ 図10：3 司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在は長万部町教育委員会所蔵
21 1 写真 林司๏大ਉ 昭和十一年十月十日ʗ林司๏大ਉ 10�1ᶲ º6�8ᶲ 図11：3

21 2 写真 内཮軍大ਉࣉ 向かって右よりʗ［個人情報削除］八十二࠽ʗ司馬力໻五十七࠽ʗ཮軍大ਉʗ小倉範三郎六十八࠽ʗ［個人情報削除］
六十二࠽ʗ昭和十一年十月九日ʗࣉ内཮軍大ਉ 14�2ᶲ º10�2ᶲ 図11：2 司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在、北海道博物館収蔵番号124648、裏面は一部ඇ公開としてトリミングした画像のみ掲載

23 1 写真 小川商޻大ਉ 昭和十一年十月一日長万部駅前ʗ商޻大ਉ小川ڷ太郎ֳ下 15�2ᶲ º11�2ᶲ 図10：4 司馬力彌氏他、司馬氏ண用の衣服は現在は長万部町教育委員会所蔵
25 1 写真 昭和二十年一月十日 14�6cmº11�0ᶲ 図15：3 「日本民俗学北海道地方大会会場　三֊三ʓ五号」の؃൘、小倉とともにՏ野広道、更科ݯ蔵らが写る
26 1 写真 昭和九年十月廿一日ʗ田中ݕ事長　西村ݕ事正　中野八雲署長 15�5ᶲ º10�8ᶲ 図4：3 函館毎日新聞1934年10月27日夕刊4面「ݕ事長一行アイヌ部落視察」掲載写真、ø8üøĀ0-Ā-2と同一カット
29 1 写真 小樽旅行団 昭和十年十月十二日ʗ小樽旅行団 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図5：1
29 2 写真 ༨市観光団 昭和十年十月十三日ʗ༨市旅行団 14�7ᶲ º11�0ᶲ 図5：2
30 1 写真 15�1ᶲ º10�8ᶲ 図4：5
31 2 写真 ༤ʗ昭和十一年十月　九月二十四日撮影޾存ʗ小倉範三郎様ʗ日՚੡༉　川村ܙ 14�6cmº11�0ᶲ 図7：1 裏面記載は撮影日のみ筆੻が異なり、小倉氏による加筆と見られる
33 1 写真 5�6ᶲ º8�8ᶲ 図6：2 エカシケンル復元倉前で撮影、小倉範三郎氏他1名、úú-ùと同一人物が写ることから、1936年8月25日撮影か
33 2 写真 昭和十一年八月二十五日ʗ伊藤ར޹氏自写 5�7ᶲ º8�3ᶲ 図6：1 司馬力彌氏、小倉範三郎氏他1名
33 3 写真 8�1ᶲ º5�7ᶲ 図3：4 úú-ûと同一人物が写ることから、1932年7月13日撮影か

33 4 写真 古լ伊勢艦長 昭和七年七月十三日ʗ古լ็一中将ʗ伊勢艦長一行ʗ山本同機関長ʗࠤ藤同運用長ʗ金剛艦主計町齋藤Ӂ༤ʗ伊勢෭□๒
長加藤氏 8�1ᶲ º5�8ᶲ 図3：5 1932年7月15日付八雲新報3面「海軍将校来村」に関連

33 5 写真 8�6ᶲ º5�6ᶲ 図6：3 エカシケンル復元住居前で撮影、小倉範三郎氏他1名、úú-ùと同一人物が写ることから、1936年8月25日撮影か
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9 1 写真 昭和十一年六月十三日ʗ来村ノ新村長ʗ田中作平氏ハ௚チニʗ村社൧生神社ニ参ഈスʗ神官の右が田中 10�3ᶲ º7�3ᶲ 図14：1 司馬力彌氏他
14 1 写真 向かってࠨよりʗ［個人情報削除］ʗ昭和八年二月廿四日撮影 14�7ᶲ º10�5ᶲ 図16：4 後列ࠨ端小倉範三郎氏、裏面はඇ公開
14 2 写真 15�2ᶲ º9�7ᶲ 図12：5 複数人のண衣に「八雲町༡ָ部川ڕࡪ൭৩組合」の文字が見えることから八雲町༡ָ部で撮影されたものか。後列中央付近に小倉範三郎氏
16 1 写真 アンドルー・エン・ωルιンʗμϒルϢー・ピー・ϒラドリー 10�5ᶲ º7�4ᶲ 図8：2 エカシケンル（Ⅰ期ϱ）の復元住居前で撮影、
27 1 写真 15�0ᶲ º10�8ᶲ 図14：2 司馬力彌氏他、「長万部小学校六十周年記念ॕլ会役員ʗ昭和十三年天長節撮影」の写植
48 1 写真 昭和十七年九月五日撮影ʗ旭ڮ౉リ初メ式ʗ長サ五十六間ʗՍڮ担当ԡ見豊蔵ʗ޻費金三千円 14�3ᶲ º10�1ᶲ 図13：1 司馬力彌氏、司馬ハル氏෉࠺他
67 1 写真 昭和十四年ʗ長万部৿林๷火組合無事ނ紀念 14�5ᶲ º10�2ᶲ 図14：3 司馬力彌氏他、裏面に編集指示あり、記事掲載写真か

185196 写真 更ニ賜 小倉範三郎܅ʗఄ ୩平助܅ʗ大正三年十一月白Ҫ๕ஜʗ室འࢧ庁長఼ʗ明ੴ土人組合長୐ʗ訪問紀念 22�2ᶲ º17�0ᶲ 図16：1 Ѿ田町のリーμー明ੴ和歌助ఛ୐内部、室内の装飾などに関して「アイヌ屋根の研究と其構造原基體に就て」（鷹部屋 1939a：161）に記載あり、
計ଌ値は台ࢴ含む

大坂　拓・小川正人　﻿アイヌ文化展示施設「エカシケンル」関連の新資料
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寄贈資料は、写真や葉書が収められたアルバム7点
（収蔵番号185189～185195）、写真11枚（同185196～
185206）、 絵 葉 書1枚（ 同185207）、 そ の 他1点（ 同
185208）からなる。それらの中で今回取り上げる資料
をまとめたものが表1である。表1では、アルバムに収
められた個々の写真は［アルバムの収蔵番号－頁－頁内の
枝番］の形で表記し、手書きのキャプションが付記され
ている場合には「アルバムキャプション」の項目に記載
した。

また、「エカシケンル」に関係する情報として、これ
まで紹介されてこなかった『函館毎日新聞』、『小樽新
聞』掲載記事の主なものを表2にまとめた。これについ
ては山田伸一氏より多くの教示を受けた。なお表1、2
ともに記載中の旧字は原則として新字に改めた。

資料の掲載にあたっては、人物が大きく映ったものは
ご遺族に掲載の同意が得られたもののみを対象とし、子
供が鮮明に映ったものはご本人が現在もご存命である可
能性を考慮して除外した。また、写真裏面にアイヌ民族
の住所や氏名が記されたものはこれを除外する措置を施
した（1）。

本稿は、はじめに・1・3を大坂が、2を小川が執筆を
担当し、それぞれの脱稿後に両者で全体を確認し、表現
を調整した。

1 「エカシケンル」関連資料

（1）「エカシケンル」の建造物の変遷
撮影日時の情報が伴う資料により、施設の変遷からエ

カシケンルの活動を便宜的にⅠ～Ⅳ期に区分して記述す
る。各期の施設の変遷は図2に示した。

Ⅰ期（1931年～1933年？）
図3：3は「長万部エカシケンル保存会」が発行した

『アイヌ古代風俗エカシケンル（祖先の尊き家）絵葉書　
五枚組』のうち一枚（図17：2）と同一の写真である。
1931（昭和6）年8月30日付報知新聞北海道樺太版8面
に同一の写真が掲載されていることから、現時点ではこ
れを撮影時期の下限と見ることができる。1931年7月
15日付八雲新報3面には「エカシケンル」が「目下建設
中」との記載があり、7月25日付八雲新報3面では「去
る廿日落成」と記載されていることから、本資料の撮影
時期は1931年7月下旬から8月のあいだに絞り込むこと
ができる。

図3：1・2は、先にも触れた絵葉書5枚組に含まれる

もの（図17：1）の類例で、それぞれ日本語と英語の
キャプションが付されている。図3：3と住居の形態や
祭壇に掲げられた木幣類が一致していることから、これ
らはほぼ同時期に撮影されたものと見られる。

この時期の復元住居は、浜堤上に小高く盛り上がった
灌木林に隣接する狭い平坦地に神窓を噴火湾側に向けて
建てられており、建物の南側には二ヶ所の窓を設け、南
東側には熊檻と高床式倉庫が併設されている。住居の南
側にも地面の高まりがあるようにも見える（図2：上段）。

図3：5は1932（昭和7）年7月13日に、函館停泊中の（2）

軍艦伊勢、金剛より海軍士官が訪問した際に撮影された
もので、背景には前年と同じく、二ヶ所の窓を持った復
元住居が確認できる。

Ⅱ期（1933年？～1934年）
1933年の写真は小倉氏の写真資料中には含まれてお

らず、続いて1934（昭和9）年8月21日、10月21日の日
付が記載されたものが確認されている（図4：1～3）。
この時期とⅠ期との最も目立つ差異は、復元住居南側の
窓が一ヶ所に減少していることである。玄関と海側の出
入り口の間にバランスよく配置されていた二ヶ所の窓に
代わって、南側壁面のほぼ中央に一ヶ所のみ窓が設けら
れている。日時の情報を欠如するものの、復元住居に同
様の特徴が確認できる2点（図4：4・5）も同時期のも
のと考えられ、高床式倉庫が住居の南西側に移っている
ことが分かる。祭壇の状況は不明である。

この時期には、Ⅰ期に認められた復元住居東側の林が
確認できなくなるとともに、南側も広い平坦地になって
いるように見える。写真からは、復元住居は川向集落の
西を流れるボクサタナイ川に面した浜堤端部に建てられ
ていたことが確認できる。樹木の伐採や整地がなされた
可能性のほか、復元住居の位置そのものが移転されてい
た可能性も考慮しておく必要がある。

Ⅲ期（1935年）
翌1935年になると、10月12日、13日の両日に比較的

大規模な観光客を受け入れたことを示す写真が残されて
いる（図5）。この時期には、Ⅱ期にいったん減らされ
た復元住居の窓が再び二ヶ所に改められている。復元住
居東側には、熊頭骨と見られるものが噴火湾岸を向けて
立てられており、祭壇が存在したことも明らかである。

Ⅳ期（1936年）
図6：3は、裏面に日時の情報が伴う図6：1と同一人

（1） 資料の北海道博物館での公開にあたっては、個人情報の保護のため、表面の画像プリントのみを対象とする。
（2） 1932年5月15日付『八雲新報』3面「海軍将校来村」記事による。
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物が同じ服装で被写体となっていることから、それに
よって日時を推定した。この時期の復元住居はᶙ期と大
きな差異はないものの、玄関部分の茅葺が1段に改めら
れている点が異なる。

（2）頻繁な変更の背景とその影響
建造物の変遷から、「エカシケンル」は1931年の落成

から1936年にかけて、頻繁かつ場合によってはかなり
大規模な改築を経ていたことが明らかになってきた。と
くに、Ⅰ期・Ⅱ期・ᶙ期にかけての窓の構造の変化を伴
う改築は୯なる茅の葺きସえにཹまらない作業ྔの大き
なものであり、運営にܞわる者にとって大きなコストと
なったことが૝像できる。

それにも߆わらずこうした変更が繰りฦされた背景を
うかがわせるものに、北大植物園・博物館所蔵写真資料

（図20）がある。この一܈の写真は、残雪やੵみ上げら
れた木材の有無から、やや時期を置いて撮影されたもの
と見られるが、復元住居東側の窓が二ヶ所であること、
熊檻と高床式倉庫がともに住居南東に配置されているこ
とから、いずれもⅠ期の࢟をଊえたものであることは間
ҧいない。図20：1・2・5は1933年11月26日撮影とさ
れており（加藤編 2012：160）、小倉氏の写真で欠落す
る時期の࢟をଊえている点で重要である。

ここに写る復元住居は屋根が大きくۼみ、高床式倉庫
は茅葺の大部分が剥がれ落ちるなど、大規模なഁଛを
被っている。ഁଛが生じた原Ҽには強風やੵ雪が考えら
れようが、Ⅰ期からⅡ期への変更は、1932年7月から
1933年11月の間に生じたこの大規模なഁଛを復旧する
中で生じたものと見られる。

今回寄贈された資料܈の中では、1936年を最後とし
て「エカシケンル」の写真が్絶える。1937年5月22
日付函館毎日新聞2面には、「エカシケンル」が「今日
では全く有名無実の存在となって」おり、その要Ҽは

「強風のためഁյ」したこととされている。小倉氏の写
真資料܈そのものは、1942年の旭ڮ౉り初め式（図
13：1）、翌1943年12月の「戦勝祈願」の儀礼（図13：
2）など、్切れることなく継続していくことから、「エ
カシケンル」に関わる写真の断絶はۮવの資料の欠落で
はなく、この時期をもって復元住居を中心とした展示施
設としての活動が停止したことを反映しているものと考
えるのがଥ当だろう。1952（昭和27）年10月30日付で
小倉氏の札幌への転居を伝えた道南新報2面掲載記事に

は、「昭和十一年頃まではエカシケンルの管理に当って
いた」との一文があることも、この推ଌをࢧ持する。

なお、上述した1937年5月22日付の新聞記事では、
地元のアイヌ民族の動きとして、「保存会に対して再建
を切願したるも経費なきを理༝として復活をみず、今日
各方面より相当多くの参観人あるもഁյせられているた
めその目的をୡする能わず、ࠑॲにԙて、同アイヌ部落
民は保存会にԙて復活が不可能ならば自分等の手で復活
すべしと申出たるも何等の౴もなく、止むを得͟るので
旧土人組合ධٞ員代表司馬氏は去る十二日౉ౡࢧ庁にੴ
川ࢧ庁長を訪れ『エカシケンル』のӬٱ保存方を௠情し
た」と記されている。

このような記述は、地元のアイヌ民族の「エカシケン
ル」への期଴や存続への意思を裏付ける可能性があるも
のとして興味深いものの、੥願や記事化のա程で観光施
設としての役ׂを期଴するアイヌ民族以外の意向がどの
程度ಇいているのかといったことをݕ౼する材料がない
現状では、ここでこれ以上に౿み込んだධ価を加えるこ
とは難しい。「エカシケンル」運営に関与していたアイ
ヌ民族の側では、和人に対して伝統文化を見せることに
対してどのような価値付けがなされていたのか、その価
値付けが「エカシケンル」の施設のҡ持・管理や舞踊の
実ԋ、解આに౤じられるコストが見合うものとみなされ
ていたのかといった点を、漁業を中心とする生業の状況
と複合的に明らかにする౒力をੵみ重Ͷることで、長万
部町のアイヌ民族が生きた近代に関する知見をより深め
ていくことができるだろう。

（3）熊送り儀礼・興行
資料の中には、熊神の頭骨を掲げた祭壇に木幣を捧げ

る࢟や熊の解体の様子など、熊送りに関するものも含ま
れている。図12：2～3は会場の風景や人物の服装の一
致から、一連の儀礼を撮影したものと考えられ、さらに、

「エカシケンル保存会」が発行者として記された『アイ
ヌ風俗熊

㈚ペ㈬㈪㈠ン㈉

送 り実況絵葉書八枚組』（図18・19）（3）の其
三～七とも同一、ないし一連のものを含んでいる。

ただし、この絵葉書八枚組のうち熊檻の前で祈る人物
と観客を写したもの（図18：2）は、雪がੵもり人々も
ްணであることからౙに撮影されたと考えられる一方、
広大な広場での儀礼に写る人々はബணであり、全ての写
真が一連の行事を写したものと考えることはできないこ
とに注意が必要である（4）。

（3） 本資料は「北海道長万部　エカシケンル保存会発行」と記載されたାに収められているが、ାについてはࢴ幅の都合で掲載できなかった。
（4） 図18：2の写真については、函館市教育委員会の大矢京右氏より、同時期に撮影されたと考えられる写真資料が函館市中央図書館に複数所蔵され

ていることをご教示いただいた。これらの写真の中には、1912（大正元）年12月15日に長万部町で開催された函館毎日新聞社主催「アイヌの熊
祭り観覧会」を報じる同ࢴの連載記事「アイヌ熊祭画報」掲載のものと同一、あるいは連続するカットが多数含まれることから、撮影時期が特定
可能である。今回はあくまで寄贈を受けた資料の紹介を主とするため、これらについてのまとまった言ٴはผの機会とさせていただくこととし、
本稿をとりまとめるにあたってこのような多くの貴重な教示をいただいていることを謝意とともに記すにとどめる。
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新聞記事からは、1935年2月には「エカシケンル」で
狩り熊の送り儀礼、同年8月には寿都町で熊送り興行を
行っているほか、1936年10月25日には岩内町、1937年
7月2・3日には函館港祭りで熊送り興行を実施し、
1939年1月29日には再び「エカシケンル」保存会主催
の熊送り儀礼が実施されていることが確認できる（表2）。

このように頻繁に儀礼・興業が実施された中で、今回
の資料に含まれる写真がそれぞれどこで撮影されたもの
か、現状では特定することができないものが多い。

2 同時代の出版物等にみる「エカシケン
ル」

「エカシケンル」や長万部のアイヌの人々に関する同
時代の記録については、2009年に古原敏弘とともに当
時確認できたいくつかを紹介し、本稿でも主に山田伸一
氏の提供により、多くの新聞記事をまとまって紹介する
ことができた（表2）。ここでは、それらを補う意味で、
当時─1930年代─の出版物に掲載された「エカシケン
ル」に関する記述のいくつかを紹介する。

鉄道省『日本案内記　北海道篇』
北海道でも観光・旅行の大衆化が進んだとされる

1920～30年代（5）になると、鉄道省、札幌鉄道局、北海
道商業組合協会等が、いくつもの旅行案内書を発行した。

これらの書籍が「土人部落」等の標題のもとに紹介し
たのは、多くが白老や旭川であって、長万部を取り上げ
ている例はあまり多くはなく、掲載していたとしても、

「其他旧土人部落東北二十丁」のような、ごく簡素な場
合もある（6）。そのような中で、鉄道省『日本案内紀　北
海道篇』（1936）は「長万部駅」のところで「南部藩長
万部陣屋址」に続けて「長万部旧土人部落」の項目を設
けている。紹介文は次のとおりである。

【長万部旧土人部落】長万部駅の東北約一粁半、山
越郡長万部村字川向にある、海岸の砂浜に戸数
二十五、人口百十あり、多く漁業を以て生活して居
る。出稼等のため人口は季節によって増減があるが、
噴火湾沿岸有数の部落である。部落内にあるエカシ　
ケンル（祖先の尊い家の意）と名付けられるものは
構造様式凡て旧土人家屋古来の状態を保存し且つ示
現するために近来新に長万部村の有志によって建設

せられたものであると云ふ。プラン長方形で柱掘立、
屋根茅段々葺、四壁同じく茅を以て造り、屋内は床
無くして土間に長方形の炉があり、壁際の周囲に寝
台と日用品、宝物類を並置した台床がある。母屋の
西南に差掛の小舎を附属し、内部は土間となり、こ
の南に出

ソ ユ ナ パ

入口を開いて居る。母屋の東側には神に供
物を捧げる最も神聖なる東

ロルンプヤール

窓あり、南側に大形の
窓二個を設け、西側にも小窓がある。東窓の屋外に
は祭

ヌ サ

壇を樹て、また熊
エペルセツ

檻、倉
プ ー

庫、便
アシンル

所等がそれ
周辺に造られて居る。家屋の全面には古来旧土人に
よって食用、薬用に供せられ、衣服等の材料に用ゐ
られた野生の草木類を汎く蒐集移植して居るのは観
覧者にとって有益である。

北海道庁『HOKKAIDO INDUSTRY AND TOURIST』
本書は北海道庁が1936年に発行した英文の北海道観

光情報冊子である。僅か24ページの小冊子であるが
「The Aino」として紹介している写真は、本稿で紹介し
た絵葉書（図3：1・2）と同じものである。

これらについては、『アイヌ風俗館参考館建設趣意書』
（1936）（7）が、エカシケンル保存会の活動について述べ
た記述と呼応する点をいくつか窺うことができる。

例えば、観光案内書の類におけるごく簡潔な紹介は、
「趣意書」が「去る昭和七年には、札幌鉄道局も有益と
認め、駅ホームに名所として掲示され」たという、その
掲示を反映した可能性を指摘できる。

そして『日本案内記』への掲載は、「趣意書」が「昨
十年八月には鉄道本省より、日本案内書編纂官来村、親
しく調査の上本年八月発行予定の同書第八編に掲載され
る旨、明言され」と述べていることに基づくものだろう。
「趣意書」は、これに続けて、「又斯界の大家数名も参

観何れも、其の目的に共鳴し更にツーリストピュロー委
員も視察して、大に観覧価値あるものと認め、完成の上
は内外観光団を、立ち寄らしむる事も約されし程にて」
と述べているが、こうしたかたちで関心が持たれたこと
が、北海道庁の英文冊子への写真掲載などの背景にあっ
たと見るべきだろう。

3 小倉氏と研究者の関係を示す資料

小倉氏の名前が広く知られてきたのは、北海道帝国大
学に所属する複数の研究者の著作の中に、長万部のアイ

（5） 例えば一つの指標として『北海道庁統計書』が示す北海道内の鉄道（官営鉄道）の乗車人員を見ると、1915年の約630万人が、1925年には約
2230万人へと急増している。

（6） 『北海道案内』（第六版）北方文化協会、1935年。奥付によれば「第一版」は1924年発行であるが、第六版以外は未見である。なお、たとえ「其
他」と書かれていようが、そこが観光先として紹介されていることに変わりは無いことも付言しておきたい。

（7） この資料は前稿（古原・小川 2009：77-80）に掲載している。
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ヌ民族との仲介役としてその名が登場することによる。
今回紹介した資料のうち、「昭和十四年　鷹部屋博士

より寄贈」と書かれたものに写る屋根組模型（図15：1）
は、鷹部屋福平氏の論文図版として掲載され、酪農学園
大学の管理を経て現在は北海道博物館が所蔵しているも
のである。また、鷹部屋氏の論文には図15：2と同一
カットの写真が「小倉範三郎氏蔵」と明記して掲載され
ており（鷹部屋 1939b：第3圖）、写真資料の交換が双
方向的なものであったことが伺われる。

名取氏による噴火湾沿岸での民族誌記述「噴火湾アイ
ヌの捕鯨」（名取 1940）には、その冒頭に「全道のア
イヌのハナレ（キテ）を収集するに當つて、長萬部村の
小倉範三郎氏より、送付されたる」資料があることが明
らかにされているほか（8）、「小倉氏並びに古老たちの好
意に依り（中略）昭和十三年六月二日には、昔鯨を突い
た長萬部の海にて（中略）鯨送りの儀礼に参列する機會
を得た」とも記されている。

今回の資料には、名取氏が著作中で示したものと同一
の写真3枚が含まれており（図15：4～6）、いずれも裏
面には名取氏の署名がなされており、当時の協力関係を
裏付けている。

謝辞
小倉博子氏からは、御祖父小倉範三郎氏が保管されて

いた貴重な資料をご寄贈頂いたのみならず、博識で人格
に優れた範三郎氏の思い出など、様々なお話をお聞かせ
いただいた。長万部アイヌ協会の司馬哲也会長には、御
祖父司馬力彌氏、御祖母司馬ハル氏が写る写真の本稿へ
の掲載をご快諾頂いたのみならず、多くの御助力、御助

言を賜った。お二人の協力に対してまず、心より感謝申
し上げます。

調査の中でお世話になった函館市教育委員会の大矢京
右氏、北海道大学フィールド科学センター植物園の加藤
克先生、国立民族学博物館の齋藤玲子先生にも、末筆な
がら深く御礼申し上げます。

引用文献
小川正人 1995．第二次世界大戦期における「戦勝祈願」のカム

イノミをめぐって．アイヌ民族文化研究センター研究紀要
1： 123-138．

小川正人・大坂 拓 2018．釧路市・清野写真館旧蔵写真－2017年
度新収蔵資料の紹介－．北海道博物館アイヌ民族文化研究
センター研究紀要3： 139-148．

加藤　克編 2012．大学博物館所蔵古写真の現代的意義に関す
る研究．日本学術振興会科学研究費補助金（2009-2011年
度）基盤研究（C）研究成果報告書．

古原敏弘・小川正人 2009．長万部町教育委員会所蔵のアイヌ資
料．アイヌ民族文化研究センター研究紀要 15： 57-83．

鷹部屋福平 1939a．アイヌ屋根の研究と其構造原基體論に就て．
北方文化研究報告 1： 107-161．

鷹部屋福平 1939b．アイヌ住居の研究．北方文化研究報告 2：
123-161．

鷹部屋福平 1940．アイヌ住居の研究－アイヌ家屋の地方的特
性（附録アイヌ建築語彙）．北方文化研究報告 3： 209-265．

鉄道省編 1936．日本案内記　北海道篇．博文館
名取武光 1940．北海道噴火湾アイヌの捕鯨．北方文化研究報告 

3： 137-161．
北海道開拓記念館 1998．小倉・北海道観光物産興社・W・カー

ティスコレクション他資料目録　北海道開拓記念館一括資
料目録第32集．

北 海 道 庁（Hokkaido prefectural government）編 1936．
HOKKAIDO INDUSTRY AND TOURIST． 北 海 道 庁

（Hokkaido prefectural government）．
　

（8） 名取が図示した資料は（名取 1940：第一圖）、現在の北大植物園・博物館の収蔵番号9785と見られる。
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2　18519�-1-2

3　185189-23-2 �　18519�-33-3

5　18519�-33-�

図3　エカシケンル「Ⅰ期」関連資料

大坂　拓・小川正人　﻿アイヌ文化展示施設「エカシケンル」関連の新資料
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図4　エカシケンル「Ⅱ期」関連資料

2　18519�-9-2

図 4　ΤΧγέϯϧʮᶘظʯؔ࿈ࢿྉ　

3　18519�-26-1

1　18519�-11-2

5　18519�-3�-1�　185189-27
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1　18519�-29-1　ʮত࿨े೥े݄ेೋ೔　খḺཱྀஂߦʯ

図5　エカシケンル「Ⅲ期」関連資料　
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図6　エカシケンル「Ⅳ期」関連資料　図 �　ΤΧγέϯϧʮᶚظʯؔ࿈ࢿྉ　

2　18519�-33-1

1　18519�-33-2　ʮত࿨ेҰ೥ീ݄ೋेޒ೔　ҏ౻རࣗࢯ޹ሜʯ

3　18519�-33-5
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図 �　ΤΧγέϯϧʮᶚظʯؔ࿈ࢿྉʢ1ʣٴͼͦͷ΄͔ʢ�d4ʣ　

2　185189-26

1　18519�-31-2　ʮܙଘ　খ૔ൣࡾ࿠༷　೔՚੡༉　઒ଜ޾༤　ত࿨ेҰ೥े݄　۝݄ೋे࢛೔ࡱӨʯ　

3　185189-23-1 �　185189-25-2

図7　エカシケンル「Ⅳ期」関連資料（1）及びそのほか（2～4）　
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図8　各種の来客　図 �　֤छͷདྷ٬　

2　185193-16-1

1　18519�-11-1

3　18519�-�-1
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図 �　঻૾ࣸਅ΄͔　

2　185189-1�1　185189-13-2

3　185189-28-1�ʮত࿨ेҰ೥े݄ೋे۝೔ �খౡࡱࢯࡾڭӨʯ �　185189-28-2�ʮত࿨ेҰ೥े݄೓۝೔ʯ

図9　肖像写真ほか　
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１　18519�-3-1

図 1�　ஶ໊ਓͷܴ׻ᶃ　

2　18519�-3-2

3　18519�-19-2

�　18519�-23-1

図10　著名人の歓迎①
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１　18519�-19-1

図 11　ஶ໊ਓͷܴ׻ᶄ　

2　18519�-21-2

3　18519�-21-1

�　18519�-8-2

図11　著名人の歓迎②
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図 　ྉࢿૹΓّྱؔ࿈۽　�1

2　185189-3�1　185189-22-2

�　185189-313　185189-29

5　185193-1�-2

6　185189-22-1 7　185189-25-1

図12　熊送り儀礼関連資料
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図 1�　֤छࣄߦ΁ͷࢀՃ　

1　185193-�8-1　ʮত࿨ेࣣ೥ޒ۝݄೔ࡱӨ　Ѵڮ౉Ϧॳϝࣜʯ

2　185189-19　ʮত࿨ेീ೥ઓউࡇئف　रᩪ݄ീ೔ʯ

図13　各種行事への参加
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１　185193-9-1

図 14　様々な社会活動を担う姿　

2　185193-27-1

3　185193-67-1

図14　様々な社会活動を担う姿
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１　185189-2

図 1�　খ૔ൣࡾ࿠ࢯͱ๺ւಓఇࠃେֶॴଐऀڀݚͷؔ܎をࣔ͢ࢿྉ　

2　185189-3

�　185189-16

6　185189-17

3　18519�-25-1

5　185189-18

図15　小倉範三郎氏と北海道帝国大学所属研究者の関係を示す資料
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図 1�　֤஍ͷΞΠψຽ଒ʹؔ͢Δࢿྉ　

2　185189-5　ʮ೔ߴ੩಺　ฏऔʯ

�　185193-1�-1　ʮฏऔଜʯ

3　185189-�　ʮ੩಺ʯ

図16　各地のアイヌ民族に関する資料
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図17　参考資料①　『アイヌ古代風俗エカシケンル（祖先の尊き家）絵葉書』（国立民族学博物館所蔵）
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図18　参考資料②　『アイヌ風俗熊送り実況絵葉書 八枚組』其一～四（国立民族学博物館所蔵）
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図19　参考資料③　『アイヌ風俗熊送り実況絵葉書 八枚組』其五～八（国立民族学博物館所蔵）　
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図20　参考資料④（北大植物園・博物館所蔵）
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表2　関連新聞記事

函館毎日新聞

1928年12月18日付3面

長万部の熊送り

地方にてੋを行ͻしは今ࠑ報の如く長万部村字川向ͻにて執行するアイヌ熊送りは༈々来る二十三日とܾ定すط
より十年以前にて今後も■近き将来には行ふ見込なきނॾ方面よりの応ԉもありて特に盛大に行ふ事となりしを
以て近ڷは໪論ԕく札樽ݍ等よりもطに団体見物の申込みありて当日は定めし盛況ならん

1931年7月17日付夕刊2面

長万部にアイヌの家　視察者のҝに新しく建設

長万部村にはアイヌ部落ありて時々視察者来るも何れも古式の完全なるもの無きを֒し元酋長司馬力彌他■氏で
今回字川向古式にのっとり一屋を建設し名をエカシケンルଈち尊き祖先の家と名付け部落の共有とし内にアイヌ
事中である޻物を蔵し全部にઆ明を附し来訪者の便を計る事となり目下屋内ث

1932年7月12日付2面

༄ᖒഢアイヌ部落視察

長万部へ去る四日貴族Ӄٞ員ഢऋ༄ᖒ保ܙഢは東日主催の本道周ߤ観光団に加り加ໜ丸で室འへ上཮同ഢのみ小
樽行きの్次長万部駅へ下車駅長の案内で同地アイヌ部落にある古代の家エϠ

ㅯ㈠㈠ㅰ

シケンル（祖先の尊き家）観覧今
日他に存在せ͟るアイヌ古代の状態保存に共鳴され若ׯ金を寄贈小樽へむけ出発された

1933年4月10日付夕刊2面

長万部に新名所

長万部字川向にあるアイヌ古代の家エカシケンル（祖先の尊き家の義）はアイヌの元࢝的生活状態其ုを保存会
後ԉでӬٱに保存し斯学研究資料に供せんとするものであるが今回鉄道局の認むるॲとなり局報を以て発表され
近く長万部駅ホームに案内が掲示される༝

1934年10月27日夕（4）

事長一行アイヌ部落視察ݕ

長万部村川向アイヌ部落は駅より約八丁で同地の名所として保存されて居るアイヌ古代様式の家（エカシケン
ル）和༁せば祖先の尊き家視察として去る廿一日札幌߇ૌӃ田中ݕ事長同؂ಜ書記ྮ୍主事函館地方ࡋ判所西村
より同村先住民族ଈち׳中野八雲署長一行来村エカシケンル管理者より其風俗शٴ事局ੴᖒ؂ಜ書記ݕ事正同ݕ
ੴث時代住民遺੻の状況等現物に就きௌ取されアイヌ古老と共に記念撮影の上午後四時廿四分八雲町へ向け出発
された（写真はエカシケンルٴ熊を飼養する細丸木造りの檻エペセ

ㅯ㈠㈠ㅰ

ツと共に撮影の一行）

1935年2月22日付夕刊2面

アイヌ古式の熊送り式
川向部落でڍ行

長万部村字川向アイヌ部落では来る二十四日正午よりアイヌ古式の新年儀式（アシリパエカムイノミ）を酋長以
下男女૯出でアイヌ古代の家エカシケンルでڍ行するが同時に国๓□□□□□܅が射ち֫った大熊の頭をエカシ
ケンルへ祭るので其儀式（ヘϕリサパアΦマンデ）をも執行するが右は熊送り同様の儀式でアイヌ古代の風शが
実ԋされ哀調をଳびたメノコのϢーカラ其他の歌གがきかれるならん

大坂　拓・小川正人　﻿アイヌ文化展示施設「エカシケンル」関連の新資料
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1935年5月31日付2面

アイヌ漁民ࡁٹ௠情
考慮ࡦ庁対ࢧ

去る二十八日長万部漁業組合理事ٴ౉ౡࢧ庁を訪問同村内アイヌ部落中漁業関係者が連年の不漁でਙだしく生活
に難ौしつつある事情を述べ定置建໢若しくはそれに類ࣅの漁業ݖを附༫して生活の確立方を௠情したがࢧ庁当
局としては現在同地域に建໢を入れる༨地は全くなく҃はෑ໢をڐ可してࡁٹの便๏たらしむる様な意向もあり
対ࡦについては相当考慮を෷っている模様である

1935年7月15日付夕刊4面

川向Ѫౕ部落に௝資料『エカシケ
ㅯ ㈠ ㈠ ㅰ

ルン』
鉄道案内記事にも掲載

（長万部発）長万部駅より約八丁字川向ͻアイヌ部落にある同族古代生活状態其ုの家エカシケンル調査のため
鉄道省運༌局旅客課日本案内記編纂係川村ᚸ一氏は去る七日詳細調査されたがエカシとは祖先ケンルとは尊き家
という義でී௨の家をウニώ҃はチセとশするが同書にはঘ古来アイヌが衣食住又は薬用҃は魔除けېԀ等に用
いたる草木類まで植え置き和名とアイヌ名を附し其用్用๏を詳記し実物に依って異風श׳を一目ྎવたらしむ
る施設で研究資料とも趣味的参考ともなる有益なるものと認められ日本案内記第八編に掲載され本年度内に出版
される༝ঘ去月二十八日も道庁৤ୗਿ山ᆹᒇ男氏も視察され有益なるものと断定されている

1935年8月10日付夕刊4面

՜Ҕがౡの昔をࣱͿ　熊祭りに観衆殺౸

後志共進会寿都協ࢍ会第一の呼び物たる熊祭りは五日午前九時よりڍ行のഺなりしも߱Ӎのため一時中止の外な
きこととなり居りたるも十時頃から天ީ快੖となり༈々ڍ行することとなり木戸を開けたに観衆は共進会前の道
路にԡしあいいるため雪่をଧって入場し流ੴの係員数名も一時は手のつけ様もなき程のك有の観覧者にて約
四千人༨とமせられやがて長万部村の司馬酋長は部下十七名を引き連れ入場し本社の長万部特೿員小倉氏の熊祭
りの古式によるઆ明がありて町役場に飼養し居れるౡ຀狩場山産『月の輪ͻぐま』ををりのု祭場にͻき出して
七名のメノコが其周囲異様な声を出して踊りそれより折

ㅯ㈠㈠ㅰ

小屋より引出してछ々な儀式の催しの後、熊はアイヌの
ために神の٘ਜ਼となった終ったのは午後六時頃であった市内は熊祭りのҝ近村は申すにٴばずԕくは༨市、岩内、
۞知҆方面の観覧のためඇৗなࡶ౿をۃめこんな賑いは開町以来のに͗わいであった

1936年5月9日付夕刊1面

アイヌ風俗の参考館を建設

山越郡長万部村ではアイヌ風俗の参考館を建設すべく४උを進めているが೭は約三千円の経費を要するも同村の
みの寄附では೭が目的のୡ成を期せられないので今回建設者を代表してエカシケンル保存会々長の藤原長万部村
長よりԬ本函館商޻会ٞ所会頭その他にࢧԉ方を要■して来た

1936年7月6日付夕刊2面

川向のエカシケンル　一༂世界的名所の折ࢴ
近くアイヌ部落で古式のॕ宴

（長万部発）長万部村川向アイヌ部落にアイヌ人の敬神ਸ祖礼儀を尊重したඒ風風俗ଈちアイヌ文化を紹介する
ためアイヌ古老が古式に則り建設しある祖先の尊き家「エカシケンル」が斯学者の認むるॲとなり本月鉄道省が
発行の（日本案内記）北海道編に全景写真のほか五十四頁ٴび百十二頁に図面■■詳細な記事が掲載されいよい
よ世界的名所として内外に紹介される事となつたので大いにتび近日アイヌ人男女数十名集合盛大なアイヌ古式
ॕ宴を催し༨興にはヌ

ㅯ㈠㈠ㅰ
ノコ得意の踊りハンチカハンドメ

ㅯ㈠㈠ㅰ
其外数十番をԋじ昔をࣱͿ༝ނ当日は見物なるべし
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1936年9月16日付3面

村道のम理ไ࢓　長万部アイヌの敬神

（長万部発）長万部村社八日よりの大祭に当り字川向にも神༫の౉御あるが同地に௨ずる村道はഁଛਙだしく馬
車の心๮を຅する程なるに村ࡒ੓の都合かम理せず民衆は۪か御༫の౉御にࢧোあるをڪれ敬神の念より大祭前
二日に馬車十七台でバラス二百台ൖ入二十三戸のアイヌ部落より元酋長末ᧈ司馬力彌氏が௽の一声で૯出動人෉
十二名も参加టᖚをۃめた大ѱ路もࠌち草ཤ道にमસ完成神༫౉御にࢧোなからしめたので一ൠからも感謝され
ている

1936年10月27日付夕刊3面

今も変わら͵熊まつり　廿五日いわないཾ੕会主催

岩内ཾ੕会主催の熊祭は二十五日午前八時より౬఼山裏手広場において行われ೭先長万部村川向部落のアイヌ酋
長司馬力彌氏（五八）は二十三日岩内にࢸりཾ੕会会員多数の出ܴえを受け௚にౡの家にࢸり檻に飼われている
熊の実物ݕ分をとげたが右熊は最もᘑ猛性を有するͻぐまの牡四歳で其特徴として଍と手の長いことであつて೭
を会場຦運Ϳには大࢓事なので三分ܘのϫイϠーロツプでたすきかけにし連れ込むだ

ㅯ ㈠ ㈠ ㅰ

もいである

1937年5月22日付2面

アイヌ族　研究に生きたる࢙料　尊い祖先の家（エカシケンル）
ഁյしても保存会はྋしいإ

本道旧土人の古代の生活状態を後世に伝うべく本道࢙研究家にとりて།一の生きたる文ݙとして有名である山越
郡長万部町川向に所在する尊い祖先の家（エカシケンル）の保存会は今日では全く有名無実の存在となっている
の「エカシケンル」にはଈちアイヌ族の古代の生活状態を後世࢙家の研究に役立てるҝに家屋、倉庫、स其他ࠑ
アイヌ族の実生活に要したる一切の参考物を集めているものでۮ々昨年本道大ԋशڍ行にあたりҞくも聖上ต下
におかせられては川向部落民代表を行在所にঌされഈӼを賜りたるが其後「エカシケンル」は強風のためഁյし
たるҝ部落民は保存会に対して再建を切願したるも経費なきを理༝として復活をみず今日各方面より相当多くの
参観人あるもഁյせられているためその目的をୡする能わずࠑॲにԙて同アイヌ部落民は保存会にԙて復活が不
可能ならば自分等の手で復活すべしと申出たるも何等の౴もなく止むを得͟るので旧土人組合ධٞ員代表司馬氏
は去る十二日౉ౡࢧ庁にੴ川ࢧ庁長を訪れ「エカシケンル」のӬٱ保存方を௠情したるにੴ川ࢧ庁長もアイヌ族
のҝにੋඇ再建せらるるようܹྭせられ自分としても大いにᚭ力すべしと౴えたるが保存会の態度は各方面より
不ධをങっている

1937年6月23日付2面

世紀のح੻　ヘレンケラー女࢙　函館から小樽へ

「三重ۤの聖女」に世紀のح੻を଺函中ਵ所に۩現せしめて感ܹとڻ異をばらまいており昨二十一日は午後一時
より函館໡Ѧ学Ӄにෝきࠑれ等人生にハンデーある可࿁な人々えのҚめとܹྭをᢛえ終わって午後四時自動車を
の指頭で伝統とロマンスをͻもとき、熊には؟͵ってՆۭの快味をຬ٤して大পに清༡し　アイヌを見えۦ

「Φーϫンμフル」のڣびをあげ少女の如くتびボートで༡び同八時ؼ函した
同女࢙は༈々名残を੯んで本二十二日午後一時二十分発急行で小樽に向け出発さよならを告げた

大坂　拓・小川正人　﻿アイヌ文化展示施設「エカシケンル」関連の新資料
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1937年6月23日付2面

エカシケンル再興協ٞ会　廿二日長万部で開く

に保存して後世࢙家の研究材料としてٱ報長万部に設けられた旧土人の生活状態を詳細に原形にとどめ೭をӬط
重大な役ׂをあてられているエカシケンル再興保存に対してはかͶてより旧土人部落代表たる司馬力彌氏により
び村ٞ会有志参集して再興につきて協ٞ会をٴばれているが今廿二日午後一時より同村役場にԙて保存会役員ڣ
開催しछ々協ٞをとげるॲあった

1937年6月27日付2面

熊祭は௝らしい「港まつり」の行事に

第三回港まつり行事もطにܾ定発表され༈々全市あげてت׻のるつほと化す日もアト数日にഭり֗頭はૣくも港
Ի頭のレコードが൙ཞして՚やかな前૗ۂはおまつりؾ分をඬわせ֗の要所々々の踊り舞台には港Ի頭に乗って
市民が踊りൈきුいた の明࿕一৭にృって来たがさらに発表行事に原࢝的本道前人特有の熊まつりを加うべ
く商޻会ٞ所■本૯຿部長が長万部方面へ出ு交ব中であったが༈々۩体化し߽՚なプランへの௥加で来る二、
三日の両日市内二ヶ所にԙて「熊まつり」をڍ行することとなった、ڍ行場所は函館公園とُ田方面の二ヶ所で
ふすものの如く೭に参加するアイヌ人は十四名であるがࠑの趣向はさらに一૚全市的■ؾを༙き立たせるものと
期଴せらた

ㅯ㈠㈠ㅰ

ている

1937年7月4日付2面

熊祭りの人　公園は܈衆でもみ合う

港まつりの௝趣向－亡ͻ行くアイヌ民族の儀式熊祭りは港まつりの第二日目と最終日のきΐう公園広場と新川町
੫຿署構内にԙて午前午後の二回にわたつてڍ行され北方民族のྌ本生活に基いた儀式を見んものと֗の人ؾを
ઞり数千の観衆でຒめ長万部酋長司馬力彌氏等一行十三名が世話役の商޻会ٞ所௽本□຿部長、平௩ॸ຿課長の
ѫࡰに次で熊祭りの祭式の型が供された正面のヌサシϠ

ㅯ㈠㈠ㅰ

ン神֞のࠨ右に太刀、弓矢、刀ฑ、つば、よろいᝪ（֓
Ͷ略す）を並べ供物をあげアツシに盛装ڽらしたアイヌが࠲にணき、੩ॗに神に酒を捧げ漸次酒を呑ׯすと一団
の入๽のメノコは൵哀なる声をしぼり「ホウイ」と云い಻ら手拍子、଍拍子面白く歌い踊る、長老が熊に何か口
述し見物人に花矢を射させ酋長は機を見て丸太で熊の首を上下から挟み絞めメノコは熊の࢟の௧ましさに声をあ
げて୰き൵しむ函館には௝らしい熊祭りの式であった
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小樽新聞

1939年1月26日付7面

ウタリーの盛儀
古式熊祭
長万部アイヌが行う

亡びゆくウタリーの民族行事 ”熊祭り” はアイヌ人の最も盛儀とする式典であるが同族の衰微と共に荘厳神聖な
ウタリーの行事も年々さびれ僅観光北海道の宣伝として膽灸されるのみとなっている、来二十九日午前一時から
長万部エカシケンル保存会主催で川向アイヌ部落において出場アイヌ三十五名に保存会で飼育の三歳熊を古式に
のっとって絞殺し二日間にわたって盛大な熊祭りを施行することになった第一日目は檻から熊を式場に引出して
引導、弓射の式が敬虔なアイヌの手によって行われ花矢を射て斃された熊を祭壇にそなへ解剖して一日目を終り
二日目は熊の頭を祀る盛大な同族の酒宴があって熊の霊魂を霊界に送り閉式

1939年1月31日付夕刊2面

熊の霊魂を天国へ　鮮血・コタンの白雪を彩る　長万部熊祭りの盛儀

ウタリーの民族行事 ”熊祭り” はアイヌの古典的盛儀で観光北海道の代表的なものであるがウタリーの衰微に
よって近頃はコタンでも往年のような神聖荘厳な古式熊祭りは漸く消滅しつつあるこの頃－二十九日長万部川向
アイヌコタンで行われたエカシケンル保存会主催の熊祭りは酋長司馬力彌が飼育した三歳の牡熊を古式にのっ
とって斃し同村のアイヌ八雲、豊浦、白老の部落から参集した五十数名の男女が二日にわたって同族の最高盛儀
ヘペリヨマンデ（熊送り）を雪深いコタンの濱で近郊各市から見物に繰出した三千の観衆に囲繞されて施行した、
午前十時酋長司馬力彌が司会し神となる熊は厳かな祈詞の下に屈強なアイヌの若者数名によって首へロープをか
けられ檻から引き出された、傍らでは首飾り、耳輪、刺繍模様のアツシに盛装した大勢のメノコは円陣をつくっ
て身振手拍子面白く “タラパーフホーエー” の唄を合唱して式場へ送り出される熊を中心に踊り廻る、やがてイ
ナホ（削花）と供物で飾られた祭壇の前に引き出された熊は若者たちに引廻され猛り狂い物凄い咆哮を続けて興
奮すれば哀韻切々なメノコの歌舞はコタンの聖なる行事を賑やかに彩り陣羽織に太刀を佩いた盛装の酋長が “い
ま熊の霊魂を天国へ送る” と祈詞を唱える選ばれたエカシの射るチロシ（花矢）は猛りたつ熊へ発止と命中それ
を合図に四五人のアイヌが丸太で熊の首を挟み折重なって締め付けると断末魔の唸り声を上げて熊は圧死されカ
ムイとなって霊界へ昇天した、かくて供養の式に移り息絶えた熊は祭壇の前の筵に俯伏せに供えられ一同は熊の
霊魂と天のカムイに黙祷と祈詞を唱えつつ熊の頭に御神酒を捧げ荘厳慎重に終り皮剥の式は酋長が最初に熊の腹
部をマキリで切り各自はそれにならって手際よく解剖する、鮮血はコタンの白雪を染て凄惨な光景で、咽喉と腹
部から流れるニゴリ（血）を争って茶碗に受けて呑む、解剖された熊の “頭” はエカシが背負い酋長の家の窓口
から屋内の祭壇に運び多数のアイヌたちは室内一杯に円陣をつくり朱りの大盃に濁酒を呷って徹宵饗宴を開いた、
二日目は熊の頭を祀る盛大な最後の式を行った（写真は熊祭り）

※判読が困難な文字は■、個人情報に関わる削除部分は□で表した。
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New Items Related to the ‘Ekashi-kenru’  
Ainu Culture Exhibition Facility:
Introduction New Acquisitions to Hokkaido Museum’s Collection in 2019

OSAKA Taku and OGAWA Masahito

 

On December 18th, 2018, the museum received 
a donation from Ms OGURA Hiroko, a relative of Mr 
OGURA Hanzaburo, who was the publisher of the 
Oshamanbe Tribune — a newspaper in the town-
ship of Oshamanbe. This paper introduces 62 pho-
tographs relating to the Ainu people among the 
materials which have been registered at the mu-
seum as of October 1st, 2019.

Observing the transition of the photographed 
buildings, we found that over the period from the 
opening of ‘Ekashi-kenru’ in 1931 to 1936, the build-
ing underwent at least three large-scale renova-
tions.

Of the donated items, the final photograph of 
‘Ekashi-kenru’ is dated 1936. An article on page 2 
of the Hakodate Mainichi Shimbun Newspaper’s 
May 22nd, 1937 edition reports that ‘Now, Ekashi-

kenru exists in name only’, with the cause said to 
be ‘destruction by heavy winds’. The Ogura photo-
graph collection itself continues without interruption, 
including photographs of the opening ceremony of 
Asahi Bridge in 1942 (Figure 13:1) and the ‘prayer 
for victory at war’ ceremony in December 1943 
(Figure 13:2). The complete lack of other photo-
graphs related to ‘Ekashi-kenru’ suggests not a 
coincidental loss of photographs, but rather that 
activities to operate exhibition facilities focused on 
restored Ainu dwellings had ceased. An article on 
page 2 of the Donan Shinpo newspaper’s October 
30th, 1952 edition reported that Mr Ogura relocated 
to Sapporo, and mentioned that ‘Mr Ogura man-
aged Ekashi-kenru until around the year Showa 11 
(1936),’ further supporting our supposition.

MATERIALS

OSAKA Taku : Ainu Culture Group, Ainu Culture Research Center, Hokkaido Museum
OGAWA Masahito : Director for Ainu Culture Research Center, Hokkaido Museum
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